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二
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一
．
古
文
書
の
基
本 

 

イ
．
古
文
書
と
は
？ 

 
 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
 

 

①
古
い
文
書
、
古
証
文
。 

 
 

 

②
古
く
な
っ
て
効
力
を
失
っ
た
証
文
。 

 
 

 

③
古
文
書
学
上
の
用
語
。
特
定
の
対
象
に
意
志
を
伝
え
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
文
献
を
い
う
。
差
出
人
と
受
取
人
の
間
の
授
受
の
関
係
が
前
提
に 

な
っ
て
い
る
点
で
、
主
格
の
一
方
的
な
意
志
表
示
の
産
物
で
あ
る
、
一
般
の
著
述
、
編
纂
物
、
備
忘
録
、
日
記
な
ど
と
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
特
に 

明
治
以
前
に
作
成
さ
れ
た
文
書
に
限
定
す
る
場
合
が
あ
る
。 

 
 

『
古
文
書
解
読
入
門
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

①
一
定
の
目
的
を
も
っ
て
、
多
人
数
を
目
標
に
、
編
さ
ん
著
述
さ
れ
た
も
の
、
こ
れ
に
は
膨
大
な
量
が
あ
る
。 

 
 

 

②
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
を
覚
え
と
し
て
、
後
日
に
の
こ
す
目
的
で
記
録
し
た
も
の
、
日
記
な
ど
。 

 
 

 

③
あ
る
時
点
で
、
事
件
・
問
題
が
発
生
し
た
の
で
、
相
手
側
に
対
し
て
、
問
題
を
処
理
す
る
た
め
、
用
件
を
書
い
た
文
書
を
授
受
す
る
。
そ
の
結
果
、 

文
面
の
事
柄
に
つ
い
て
あ
る
種
の
効
力
が
発
生
す
る
。
こ
れ
を
文
書
と
言
い
な
ら
し
て
き
た
。
こ
の
文
書
の
う
ち
、
現
在
と
し
て
は
、
両
者
の
間
に 

生
じ
た
文
書
の
働
き
＝
効
力
が
す
で
に
消
滅
し
て
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
も
の
を
古
文
書
と
い
う
。
要
件
と
し
て
は
、
本
文
・
差
出
人
・
宛
書
人
、 

年
月
日
を
具
備
す
る
こ
と
、
た
だ
し
相
手
側
や
年
月
日
は
、
時
に
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

  
 

つ
ま
り
・
・
・ 

 
 

 

あ
る
人
物
が
別
の
あ
る
者
に
作
成
し
て
渡
し
た
文
書
で
、
効
力
を
失
っ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。 

 
 

※
日
記
や
帳
簿
は
、
受
取
側
が
い
な
い
た
め
、
厳
密
に
は
「
古
記
録
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
一
般
的
に
「
古
文
書
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

公
家
文
書
（
く
げ
も
ん
じ
ょ
） 

 

武
家
文
書
（
ぶ
け
も
ん
じ
ょ
） 

 

社
寺
文
書
（
し
ゃ
じ
も
ん
じ
ょ
） 

 
 

町
方
文
書
（
ま
ち
か
た
も
ん
じ
ょ
）
・
・
・
町 

 

地
方
文
書
（
じ
か
た
も
ん
じ
ょ
）
・
・
・
村 

   

ロ
．
古
文
書
の
様
式 

 
 

①
か
た
ち 

 
 

古
文
書
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
様
々
な
形
式
が
あ
り
ま
す
。 

                        

  

（『はじめての古文書教室』） 
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②
書
き
方 

 
 

 
【
一
紙
も
の
】 

 
 

 
 

 
 

 

   

ハ
．
文
字
の
特
徴 

 
 

・
古
文
書
に
書
か
れ
て
あ
る
文
字
は
、
一
般
的
に
「
く
ず
し
字
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
近
世
の
文
書
は
、
御
家
流
（
青
蓮
院
流
）
と
呼
ば
れ
る 

 
 

書
体
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

・
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
他
に
、
合
字
や
畳
字
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

合
字
・
・
・
二
つ
以
上
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
文
字
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』
） 

 
 

 
 

畳
字
・
・
・
く
り
か
え
し
符
号
「
ゝ
」
「
ゞ
」
「
ヽ
」
「
ヾ
」
「
々
」
「

〱
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』
） 

 
 

・
異
体
字
で
書
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

   

ニ
．
文
章
の
特
徴 

 
 

古
文
書
は
「
候
文
」
と
呼
ば
れ
る
漢
文
の
よ
う
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
返
り
点
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

①
返
読
文
字 

 
 

 

不
（
ず
・
ざ
る
） 

可
（
べ
し
） 

被
（
る
・
ら
る
） 

為
（
す
・
さ
す
・
た
る
・
た
め
・
と
し
て
） 

令
（
し
む
・
せ
し
む
） 

無
（
な
し
） 

 
 

 

乍
（
な
が
ら
） 

於
（
お
い
て
） 

難
（
が
た
し
） 

以
（
も
っ
て
） 

雖
（
い
え
ど
も
） 

従
（
よ
り
） 

致
（
い
た
す
） 

及
（
お
よ
ぶ
） 

 
 

 

奉
（
た
て
ま
つ
る
） 

任
（
ま
か
す
） 

 
 

②
再
読
文
字 

 
 

 

再
読
文
字
（
未
・
将
・
且
・
当
・
応
・
宜
・
須
・
猶
・
由
・
盍
）
は
再
読
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
将
に
～
せ
ん
と
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
再
読
文 

 
 

 

字
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

（
表
題
）
・
（
袖
書
） 

     

（
本
文
） 

（
日
付
） 

（
宛
名
） 

 

（
差
出
） 

 

（
日
付
） 

（
表
題
） 

（
作
成
者
） 

端の裏側 

「端裏」 

天 

地 

端 

奥 

【
竪
帳
】 

袖 

 【
横
帳
】 

（
日
付
） 

（
表
題
） 

（
作
成
者
） 

端 
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③
頻
出
の
単
語
・
難
読
文
字 

 
 

 
愈
・
愈
々
（
い
よ
い
よ
） 

態
・
態
々
（
わ
ざ
わ
ざ
） 

略
（
ほ
ぼ
） 

稍
（
や
や
） 

能
（
よ
く
） 

嘸
（
さ
ぞ
） 

忝
い
（
か
た
じ
け
な
い
） 

 
 

 

曩
に
（
さ
き
に
） 

爾
来
（
じ
ら
い
） 

一
寸
（
ち
ょ
っ
と
） 

兎
角
（
と
か
く
・
と
に
か
く
） 

屹
度
・
急
度
（
き
っ
と
） 

而
已
（
の
み
） 

 
 

 

仮
令
・
縦
令
（
た
と
い
） 

加
之
（
し
か
の
み
な
ら
ず
） 

陳
者
（
の
ぶ
れ
ば
） 

宜
敷
（
よ
ろ
し
く
） 

六
ヶ
敷
（
む
つ
か
し
く
） 

  
 

④
敬
意
を
表
す
手
法 

 
 

 

身
分
が
上
の
者
に
対
し
て
主
体
と
な
る
人
物
へ
の
敬
意
を
、
敬
語
に
加
え
て
表
す
る
手
法
で
す
。 

 
 

 
 

闕
字
（
け
つ
じ
）
・
・
・
一
文
字
か
ら
数
文
字
分
あ
け
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

被
レ

為
二 

仰
付
一 

 
 

 
 

 
被
レ

為
二 

成
下
一 

 
 

 
 

従
二

江
戸
一

被
二 

仰
下
一

候
ニ
付 

  
 

 
 

平
出
（
へ
い
し
ゅ
つ
）
・
・
・
改
行
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

擡
頭
（
た
い
と
う
）
・
・
・
平
出
し
た
上
で
、
ほ
か
の
行
よ
り
一
文
字
上
げ
て
書
き
ま
す
。 

    

ホ
．
干
支 

 
 

干
支
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
十
干
と
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
で
、
年
数
や
日
数
を
表
す
た
め
に
用
い
て
き
ま
し
た
。 

 

組
み
合
わ
せ
が
六
十
通
り
あ
る
た
め
「
六
十
干
支
」
、
ま
た
は
「
十
干
十
二
支
」
と
い
い
ま
す
。 

 
 

日
本
で
は
、
十
干
に
、
陰
陽
五
行
説
の
木
・
火
・
土
・
金
・
水
と
陰
と
陽
を
意
味
す
る
「
兄
（
え
）
」
・
「
弟
（
と
）
」
を 

 

あ
て
は
め
た
も
の
を
用
い
て
い
ま
す
。 

 
 

十
二
支
は
、
も
と
も
と
は
中
国
で
十
二
ヶ
月
の
順
番
を
示
す
た
だ
の
符
号
だ
っ
た
も
の
が
、
の
ち
に
動
物
と
結
び
つ
け 

 

ら
れ
、
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。 

  
 

①
暦 

 
 

 

干
支
が
日
本
に
伝
わ
る
と
、
ま
ず
年
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
、
つ
い
で
日
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
元
号
が 

 
 

で
き
、
年
や
日
を
序
数
で
表
す
よ
う
に
な
る
と
、
干
支
は
つ
け
た
り
つ
け
な
か
っ
た
り
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

近
世
文
書
で
は
、
十
二
支
だ
け
で
年
を
表
す
こ
と
が
多
く
、
太
陽
暦
に
移
行
し
た
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
ま
で
、 

 
 

公
文
書
で
は
干
支
だ
け
で
年
を
表
し
ま
し
た
。 

               

シ 子 ね

チュウ 丑 うし

イン 寅 とら

ボウ 卯 う

シン 辰 たつ

シ 巳 み

ゴ 午 うま

ビ 未 ひつじ

シン 申 さる

ユウ 酉 とり

ジュツ 戌 いぬ

ガイ 亥 い

十二支

五行

コウ 甲 きのえ 兄

オツ 乙 きのと 弟

ヘイ 丙 ひのえ 兄

テイ 丁 ひのと 弟

ボ 戊 つちのえ 兄

キ 己 つちのと 弟

コウ 庚 かのえ 兄

シン 辛 かのと 弟

ジ 壬 みずのえ 兄

キ 癸 みずのと 弟

金

水

十干

木

火

土

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

あ 甲子 乙丑 丙寅 丁卯 戊辰 己巳 庚午 辛未 壬申 癸酉 甲戌 乙亥

い 丙子 丁丑 戊寅 己卯 庚辰 辛巳 壬午 癸未 甲申 乙酉 丙戌 丁亥

う 戊子 己丑 庚寅 辛卯 壬辰 癸巳 甲午 乙未 丙申 丁酉 戊戌 己亥

え 庚子 辛丑 壬寅 癸卯 甲辰 乙巳 丙午 丁未 戊申 己酉 庚戌 辛亥

お 壬子 癸丑 甲寅 乙卯 丙辰 丁巳 戊午 己未 庚申 辛酉 壬戌 癸亥

義
ニ

付
暫
時
も
庄
屋
役 

無
レ

之
候
而
者 

御
上
様
江
奉
二

恐
入
一

候
義
ニ

付 
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②
方
角
と
時
刻 

 
 

 
十
二
支
を
用
い
て
方
角
や
時
刻
を
表
し
ま
し
た
。 

                       

ヘ
．
度
量
衡 

 
 

 

                            

【長さ】 

【容積】 

【面積】 

【距離】 

【重さ】 

里 町 間 尺 ｍ
１里 ＝ ３６町 ＝ ２１６０間 ＝ １２９６０尺 ＝ ３９２７．２６８８m

１町 ＝ ６０間 ＝ ３６０尺 ＝ １０９．０９０９m
１間 ＝ ６尺 ＝ １．８１８m

１尺 ＝ ０．３０３m

丈 尺 寸 分 厘
１丈 ＝ １０尺 ＝ １００寸 ＝ １０００分 ＝ １００００厘

１尺 ＝ １０寸 ＝ １００分 ＝ １０００厘 ＝ ３０．３０３cm
１寸 ＝ １０分 ＝ １００厘

１分 ＝ １０厘

（『はじめての古文書教室』） 

石 斗 升 合 勺
１石 ＝ １０斗 ＝ １００升 ＝ １０００合 ＝ １００００勺

１斗 ＝ １０升 ＝ １００合 ＝ １０００勺
１升 ＝ １０合 ＝ １００勺 ＝ １．８０３９１ℓ

１合 ＝ １０勺
１勺 ＝ １０才

貫 斤 匁 分
１貫 ＝ ６．２５斤 ＝ １０００匁 ＝ １００００分 ＝ ３．７５kg ＝

１斤 ＝ １６０匁 ＝ １６００分 ＝ ０．６kg ＝
１匁 ＝ １０分 ＝ ０．０００３７５kg ＝ ３．７５g

町 反（段） 畝 歩（＝坪）
１町 ＝ １０反 ＝ １００畝 ＝ ３０００歩 ＝ ９９１７．３６㎡

１反 ＝ １０畝 ＝ ３００歩 ＝ ９９１．７３６㎡
１畝 ＝ ３０歩 ＝ ９９．１７３６㎡

１歩 ３．３０５７９㎡
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ト
．
古
文
書
を
解
読
す
る
手
順 

 
 

①
翻
刻
す
る
。
（
く
ず
し
字
を
楷
書
に
す
る
。
） 

 
 

 
 

※
こ
の
時
、
原
稿
用
紙
な
ど
マ
ス
目
が
あ
る
紙
に
行
う
と
、
見
直
す
時
に
便
利
で
す
、 

 
 

②
読
点
や
返
り
点
を
付
け
て
、
読
み
下
し
・
書
き
下
し
を
す
る
。 

 
 

③
現
代
語
訳
し
な
が
ら
内
容
を
読
み
取
る
。 

 
 

④
辞
書
や
自
治
体
史
等
で
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
調
べ
る
。 

   

ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み 

 
 

☆
古
文
書
を
触
る
際
の
注
意
点 

 
 

・
手
を
洗
い
、
装
飾
品
（
腕
時
計
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
指
輪
な
ど
）
を
外
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

・
メ
モ
や
調
書
を
取
る
際
は
鉛
筆
を
使
用
し
、
鉛
筆
の
芯
や
消
し
ゴ
ム
の
か
す
を
史
料
に
挟
み
込
ま
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

・
飲
食
や
喫
煙
を
し
な
が
ら
触
る
こ
と
は
厳
禁
で
す
。 

       

二
．
古
文
書
を
読
む 

～
基
礎
編
～ 

 

イ
．
頻
出
用
語
の
く
ず
し
字 

 
 

①
御
座
候
（
ご
ざ
そ
う
ろ
う
）
・
無
御
座
候
（
無
二

御
座
一

候 

ご
ざ
な
く
そ
う
ろ
う
） 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

②
被
仰
付
候
・
被
為
仰
付
候
（
被
二

仰
付
一

候 

お
お
せ
つ
け
ら
れ
そ
う
ろ
う
・
被
レ

為
二

仰
付
一

候 

お
お
せ
つ
け
さ
せ
ら
れ
そ
う
ろ
う
） 

 
 

 
 

 
 

  
 

③
奉
存
候
（
奉
レ

存
候 

ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
） 

 
 

 
 

 
 

  
 

④
乍
恐
（
乍
レ

恐 

お
そ
れ
な
が
ら
）
・
・
・
願
書
等
で
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
形
を
覚
え
て
お
く
と
便
利
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

⑤
数
字 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
は
じ
め
て
の
古
文
書
教
室
』
） 
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三
．
古
文
書
を
読
む 

～
実
践
編
～ 

 

イ
．
「
平
池
家
文
書
」
に
つ
い
て 

 
 

今
回
取
り
上
げ
る
古
文
書
は
、
「
平
池
家
文
書
」
の
中
か
ら
、
「
江
戸
表
御
触
之
写
」
（K

Y

ー3

―5

）
で
す
。 

 
 

平
池
家
は
、
河
内
国
茨
田
郡
平
池
村
（
現
在
の
寝
屋
川
市
平
池
周
辺
）
で
代
々
庄
屋
を
つ
と
め
た
家
で
す
。 

 
 

大
阪
府
公
文
書
館
開
館
当
時
に
、
六
〇
〇
〇
あ
ま
り
の
古
文
書
を
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
ま
し
た
河
内
国
河
内
郡
今
米
村
（
現
在
の
東
大
阪
市
今
米
）
の 

 
 

川
中
家
と
遠
戚
で
あ
る
と
い
う
ご
縁
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
に
、
明
治
期
の
も
の
も
含
め
た
七
五
〇
〇
あ
ま
り
の
古
文
書
が
大
阪
府
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ら
を
「
平
池
家
文
書
」
と
し
て
、
当
館
で
所
蔵
し
て
お
り
ま
す
。 

   

ロ
．
史
料
に
つ
い
て 

 
 

①
御
触
書 

 
 

 

御
触
書
は
、
幕
府
か
ら
の
通
達
文
書
で
、
筆
写
さ
れ
て
全
国
へ
広
め
ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
年
寄
、
村
で
は
庄
屋
が
読
み
聞
か
せ
る
、
も
し
く
は 

 
 

高
札
に
掲
げ
る
な
ど
の
方
法
で
、
多
く
の
人
に
内
容
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

〈
伝
達
ル
ー
ト
〉 

 
 

 
 

・
江
戸
・
大
坂
・
京
都 

老
中
→
町
奉
行
→
惣
年
寄
→
年
寄
→
町
人 

 
 

 
 

・
直
轄
領 

老
中
→
勘
定
奉
行
→
代
官
→
庄
屋
→
五
人
組
組
頭
→
百
姓 

 
 

 
 

・
大
名
領 

老
中
→
大
目
付
→
各
藩
（
留
守
居
）
→
代
官
→
庄
屋
→
五
人
組
組
頭
→
百
姓 

  
 

 

伝
達
さ
れ
た
御
触
書
は
、
庄
屋
に
よ
っ
て
「
触
留
帳
」
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。 

  
 

 

「
江
戸
表
御
触
之
写
」
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
七
月
に
幕
府
か
ら
出
さ
れ
た
、
貨
幣
改
鋳
に
関
す
る
御
触
書
を
書
き
写
し
た
も
の
で
す
。 

 
 

 

「
平
池
家
文
書
」
の
別
の
史
料
（K

Y
-
3

-
7

「
書
簡
」
）
に
よ
る
と
、
平
池
家
へ
は
、
平
野
屋
市
郎
兵
衛
よ
り
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 
 

平
野
屋
市
郎
兵
衛
は
大
坂
銅
吹
屋
の
一
人
で
す
。
こ
の
書
簡
で
、
金
と
銭
の
相
場
も
知
ら
せ
て
い
る
こ
と
や
、K

Y
-
3

の
文
書
群
が
金
銀
の
引
替
に 

 
 

関
す
る
も
の
が
ま
と
め
ら
れ
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
庄
屋
が
貨
幣
の
相
場
を
知
る
必
要
が
あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
ま
す
。 

  
 

②
貨
幣 

 
 

 

江
戸
時
代
の
貨
幣
は
、
基
本
的
に
金
貨
・
銀
貨
・
銭
貨
の
三
貨
で
し
た
。 

 
 

 
 

金
・
銀
→
大
名
や
問
屋
で
流
通 

 
 

銭
→
お
も
に
町
人
な
ど
の
間
で
流
通 

 
 

 

※
鋳
造
す
る
場
所 

 
 

 
 

金
→
金
座
・
・
・
江
戸
、
京
、
佐
渡 

 
 

 
 

銀
→
銀
座
・
・
・
江
戸
、
京
、
大
坂 

 
 

 
 

銭
→
銭
座
・
・
・
金
座
・
銀
座
の
兼
帯 

 
 

 

金
銀
銭
の
両
替
を
担
っ
た
の
が
両
替
商
で
す
。
江
戸
で
は
越
後
屋
（
三
井
家
）
、
大
坂
で
は
鴻
池
屋
（
鴻
池
家
）
や
天
王
寺
屋
（
大
眉
家
）
が
有
名
で
す
。 

                        

〈三貨の交換比率〉 

（『図説 日本史通覧』） 

（日本銀行金融研究所 貨幣博物館ホームページ） 

〈文政・天保期の貨幣〉 
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③
貨
幣
の
鋳
造
・
改
鋳 

 
 

 
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
慶
長
金
（
慶
長
大
判
・
慶
長
小
判
な
ど
）
が
鋳
造
さ
れ
て
以
降
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
幾
度
か 

 
 

改
鋳
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
徳
・
享
保
以
外
の
改
鋳
で
は
、
そ
の
都
度
、
品
位
（
含
有
純
分
量
）
が
落
と
さ
れ
ま
し
た
。 

  

〈
参
考
〉 

        

万 

延 

安 

政 

天 

保 

文 

政 

元 

文 

享 

保 

正 

徳 

宝 

永 

元 

禄 

慶 

長 

 

万
延
元
年 

（
一
八
六
〇
） 

安
政
六
年 

（
一
八
五
九
） 

天
保
八
年 

（
一
八
三
七
） 

文
政
元
年
～ 

 
 

 

天
保
三
年 

（
一
八
一
八
～ 

 
 

 

一
八
三
二
） 

元
文
元
年 

（
一
七
三
六
） 

享
保
三
年 

（
一
七
一
八
） 

正
徳
四
年 

（
一
七
一
四
） 

宝
永
七
年 

（
一
七
一
〇
） 

元
禄
八
年 

（
一
六
九
五
） 

慶
長
六
年 

（
一
六
〇
一
） 

時 

期 
外
国
奉
行 

 

水
野
忠
徳 

外
国
奉
行 

 

水
野
忠
徳 

老
中 

 

水
野
忠
成 

老
中 

 

水
野
忠
成 

町
奉
行 

 

大
岡
忠
相 

勘
定
奉
行 

 

細
田
時
以 

徳
川
吉
宗 

新
井
白
石 

勘
定
吟
味
役 

 

荻
原
重
秀 

勘
定
吟
味
役 

 

荻
原
重
秀 

徳
川
家
康 

主 

体 

金
貨
流
出
の
対
抗
策
。
財
政
補
填
。 

日
米
和
親
条
約
の
貨
幣
の
交
換
比
率

に
よ
る
、
金
貨
の
大
量
流
出
に
対
応

す
る
た
め
。 

飢
饉
。
財
政
補
填
の
た
め
。 

十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
浪
費
に
よ

る
財
政
補
填
の
た
め
。 

貨
幣
の
吹
き
直
し 

金
銀
貨
の
品
位
を
切
り
下
げ
る
こ
と

で
通
貨
の
価
値
を
引
下
げ
て
米
価
を

相
対
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
銀
の

レ
ー
ト
を
下
げ
る
こ
と
で
銀
遣
い
経

済
圏
の
大
坂
の
米
価
を
上
昇
さ
せ
る

こ
と
。 

通
貨
の
統
一 

元
禄
の
改
鋳
に
よ
る
物
価
の
上
昇 

元
禄
改
鋳
に
よ
る
金
安
銀
高
の
是
正 

貨
幣
流
通
量
の
増
大
を
図
る 

貨
幣
制
度
の
整
備 

要 

因 

・ 

目 

的 

小
判
の
目
方
を
三
分
の
一

に
落
す
。
万
延
二
分
金
を
大

量
に
発
行
。 

安
政
二
朱
銀
の
発
行 

金
銀
の
品
位
を
下
げ
る 

新
規
に
五
両
判 

金
の
品
位
を
下
げ
る
。 

小
判
の
金
の
含
有
量
、
丁
銀

の
銀
の
含
有
量
を
下
げ
る
。 

「
新
金
銀
強
制
通
用
令
」
を

発
布
し
、
正
徳
金
銀
と
同
じ

質
の
貨
幣
に
統
一
。
旧
貨
幣

の
通
用
を
享
保
七
年
ま
で

と
し
た
。 

慶
長
金
銀
と
同
品
位
に
引

き
上
げ
る
。 

銀
の
含
有
率
を
減
ら
し
た

銀
貨
の
改
鋳 

金
銀
の
品
位
・
費
目
を
下
げ

る
。 

金
・
銀
・
銭
貨
を
独
立
し
た

価
値
を
も
つ
貨
幣
と
し
て

発
行
。 

→ 

金
貨
の
大
流
出
は
収
束
。
ハ
イ
パ

ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生
。 

外
国
使
臣
た
ち
か
ら
の
抗
議
を
う

け
て
失
敗
。
金
貨
の
濫
出
を
引
き

起
こ
し
た
。 

貨
幣
量
の
増
加
。
物
価
上
昇
。 

貨
幣
量
の
増
加
。
物
価
上
昇
。 

米
価
の
上
昇
（
五
年
で
約
二
倍
） 

金
銀
相
場
は
「
金
一
両
＝
銀
六
十

匁
」
の
レ
ー
ト
で
安
定
し
、
米
価

の
高
め
誘
導
と
物
価
の
安
定
も
果

た
し
た 

通
用
令
と
同
時
期
に
行
わ
れ
た
両

替
商
の
統
制
強
化
に
よ
っ
て
、
通

貨
は
統
一
さ
れ
、
貨
幣
の
量
は
収

縮
さ
れ
た
。
し
か
し
正
徳
金
銀
が

普
及
す
る
と
、
銀
の
レ
ー
ト
が
高

騰
し
た
。 

上
方
か
ら
の
商
品
が
流
入
し
に
く

く
な
り
、
江
戸
の
物
価
上
昇
。 

銀
相
場
と
銭
相
場
の
急
騰
。 

物
価
騰
貴
。
通
貨
制
度
の
混
乱
。 

貨
幣
制
度
の
統
一 

結 

果 
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ハ
．
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

全
容
は
次
の
①
～
④
で
す
。
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
書
き
込
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

 

               

 

               

         
 

 
 

 

 
 

 

             

① ② 

③ 

④ 

翻刻のヒントやポイント

を書き出しましたので、 

参考にしてください。 
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① 

   

１ 

  

  

  

２ 

    

３ 

    

４ 

    

５ 

     

６ 

     

② 

    

１ 

    

２ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

① １ 

 

→ 

旧
字
体
「
觸
」
で
す
。 

２ 

 

・

 

 

→
「
○
○
以
来
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
時

点
か
ら
の
時
間
の
経
過
を
推
測
で
き
ま
す
。 

・

 

 

→
「
世
の
中
で
通
用
し
て
い
る
金
」 

・

 

 

こ
れ
ら
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
・
・
・
。 

 

３ 

 

→ 

「
異
」
の
異
体
字
で
す
。 

 

４ 

 

→ 

「
最
」
の
異
体
字
で
す
。 

５ 

 

 

 

 

☆
文
字
の
切
れ
目
に
注
意
！ 

 
 

分
割
す
る
と
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 

 

② １ 

 

に
付 

 

→ 

数
字 

 

２ 

 

  

※
返
り
点
が
手
が
か
り
で
す
。 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

門
構
え
の
文
字
で
す
。 

 

 

→ 

同
じ
偏
「
金
」
で
す
。 

同
じ
文
字
を
書
き
分

け
て
い
ま
す
。 

☆
「
取
」
の
く
ず
し
方
に 

注
目
！ 

こ
の
文
字
も
書
き
分
け
て

い
ま
す
。 

二 

一 
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３ 

    

４ 

    

５ 

    

６ 

    

③ 

    

１ 

     

２ 

      

３ 

   

４ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

② ３ 「
小
判
、
壱
歩
判
、
弐
朱
金
と 

 

の
割

合
に
・
・
・
」
。 

 

４ 

※
返
り
点
が
手
が
か
り
で
す
。 

 
 

     

６ 

※
返
り
点
が
手
が
か
り
で
す
。 

 

 

☆
②
―
２
の 

 

と
ほ
ぼ
同

じ
文
言
で
す
。
書
き
分
け
に
注
目
！ 

 

③ １
・
２ 

 
 

   

 
 

 

 

→ 

門
構
え
の
く
ず
し
方
に
注
目
！ 

  

 

 

→
後
ろ
に
「
目
方
」
と
続
く
の
で
、
重
さ
の
こ
と

だ
と
推
測
で
き
ま
す
。 

 

☆
「
宛
」
は
「
ず
つ
」
と
読
み
ま
す
。 

 

対
義
語
で
す
。 

レ 

レ 

二 

一 

二 

一 ☆
し
ん
に
ょ
う
「
之
」
で
よ
く
見

ら
れ
る
く
ず
し
方
で
す
。 
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５ 

     

④ 

    

１ 

      

２ 

     

３ 

    

４ 

    

５ 

       

 

同
じ
漢
字
や
部
首
を
書
き
分
け
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
よ
く
見
る
く
ず
し
方
な
の
で
、
辞
書
で
確
認 

 
 

し
な
が
ら
復
習
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨
が
途
切
れ
て
い
ま
す
が
、
運

筆
を
追
う
と
・
・
・
。 

一
筆
目
の
横
棒
が
ポ
イ
ン
ト
。 

☆
解
読
の
ヒ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト 

５ 

 

→  

 

 

 

☆
文
字
の
切
れ
目
に
注
意
！ 

 
 

分
割
す
る
と
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

  
 

「
ホ
」
に
も
見
え
る
こ
の
文
字
は
「
等
」
。 

 

 

  
 

 
 

文
脈
か
ら
「
者
」
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

 

→ 

旁
は
「
少
」
の
く
ず
し
字
で
す
。 

  

④ １ 

 

 

→
一
つ
書
き
の
書
き
出
し
で
す
。 

     

墨
が
途
切
れ
て
い
ま
す
が
、
筆
の

運
び
に
注
目
す
る
と
・
・
・
。 
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二
．
内
容
に
つ
い
て 

 
 

要
点 

 
 

・
新
規
に
五
両
判
を
つ
く
る
。 

 
 

・
銀
、
銭
の
両
替
は
小
判
、
一
歩
判
（
一
分
判
）
、
二
朱
金
と
同
様
の
割
合
に
す
る
。 

 
 

・
小
判
、
一
歩
判
は
品
位
を
上
げ
て
吹
き
立
て
る
。
→
金
子
の
数
が
減
少
し
て
し
ま
う
の
で
、
小
判
、
一
歩
判
の
重
さ
を
一
両
に
つ
き
五
分
ず
つ
減
ら
す
。 

 
 

・
二
歩
判
は
一
朱
金
と
同
じ
く
、
通
用
を
停
止
す
る
。 

     

ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み 

 
 

 

今
回
の
史
料
は
「
写
し
」
で
す
。
お
お
も
と
の
御
触
書
（
大
目
付
へ
出
さ
れ
た
も
の
）
は
『
御
触
書
天
保
集
成
』
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

今
回
の
史
料
と
同
じ
文
言
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、
見
比
べ
て
み
る
と
、
僅
か
な
相
違
点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
書
き
写
す
際
の 

 
 

誤
字
・
脱
字
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
伝
言
ゲ
ー
ム
で
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
御
触
書
の
写
し
を
解
読
す
る
際
の
さ
さ
や
か 

 
 

な
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
解
答
編
に
転
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
見
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  
 

※
今
回
の
史
料
は
、
史
料
群
内
で
前
後
に
同
時
期
の
も
の
が
あ
っ
た
た
め
、
天
保
八
年
の
改
鋳
と
推
察
し
、
『
御
触
書
天
保
集
成
』
で
確
認
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
史
料
の
み
で
時
期
を
判
断
す
る
場
合
、
史
料
中
の
文
言
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。 

 
 

「
新
規
」
「
五
両
」
「
五
両
判
」
が
天
保
の
改
鋳
独
自
の
用
語
に
あ
た
り
ま
す
。 

       
 

ま
と
め 

 
 

古
文
書
解
読
の
上
達
ポ
イ
ン
ト
は
、
古
文
書
に
出
て
く
る
歴
史
用
語
や
文
体
に
慣
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
用
語
や
文
体
に
慣
れ
る
と
、
文
章
の 

 

流
れ
か
ら
文
字
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
、
『
く
ず
し
字
辞
典
』
等
で
調
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
（
各
市
町 

 

村
史
の
史
料
編
な
ど
）
を
読
む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
は
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
た
く
さ
ん
読
ん
で
、 

 

文
字
に
慣
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
運
筆
を
追
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
ど
の
よ
う
に
筆
が
流
れ
て
い
る
か
を
追
う
こ
と
で
、
く
ず
し
字
の
形
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

    
 

大
阪
府
公
文
書
館
で
は
、
今
回
テ
キ
ス
ト
に
使
用
し
た
「
平
池
家
文
書
」
の
他
に
、
河
内
郡
今
米
村
（
現
在
の
東
大
阪
市
）
で
庄
屋
を
つ
と
め
た 

 

川
中
家
の
「
川
中
家
文
書
」
な
ど
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
紙
焼
き
し
た
も
の
を
閲
覧
・
複
写
（
※
複
写
は
有
料
で
す
）
で
き
ま
す
。 

        

【
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史
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融
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改
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。 
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図
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入
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柏
書
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、
一
九
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京
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店
、
一
九
五
八
年
。 

・
津
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編
『
図
説 

大
阪
府
の
歴
史
』
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
〇
年
。 

・
日
本
大
辞
典
刊
行
会
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
〔
縮
刷
版
〕
第
四
巻
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。 

・
林
英
夫
監
修
『
は
じ
め
て
の
古
文
書
教
室
』
、
天
野
出
版
工
房
（
発
行
）
、
吉
川
弘
文
館
（
発
売
）
、
二
〇
一
三
年
。 

・
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
集
『
日
本
歴
史
地
名
体
系 

二
八 

大
阪
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の
歴
史
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Ⅱ
、
平
凡
社
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九
八
八
年
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・
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本
銀
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融
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/
c
m
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チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題 

 
 

「
江
戸
表
御
触
之
写
」
の
二
年
後
に
出
さ
れ
た
御
触
書
で
す
。
内
容
は
同
じ
く
経
済
関
係
の
も
の
で
す
。
解
読
の
難
易
度
が
少
し
あ
が
り
ま
す
が
、 

 

先
の
史
料
と
合
わ
せ
て
読
む
と
、
当
時
の
世
情
が
垣
間
見
え
る
と
思
い
ま
す
。 

 

 

    

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        


